
（別紙３）

～ 令和7年　12月　20 日

（対象者数） 28名 （回答者数） 17名

～ 令和8年　1月　15日

（対象者数） 3名 （回答者数）
3名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
その日に実施するトレーニング内容についての意見交換も充実させ

たい。

2 学校との情報交換や連携をさらに充実させていきたい。

3 褒める言葉や褒め方のバリエーションを増やす。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
開催時間を工夫したり、オンラインも活用できるようにする。

2

当日に欠席する児童がいた場合でも、キャンセル待ちの家庭

にスムーズに連絡し、迅速に受け入れられる体制を整える。

3
　

○事業所名 ハッピーテラス浜松入野教室

○保護者評価実施期間
令和7年　11月　17日

○保護者評価有効回答数

令和8年　1月　6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　1月　22日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

　
　

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者会や地域と関わる機会がほとんどない。 日々の業務で忙しくて時間が十分にとれない。

安定した児童数でのサービス提供が困難。
体調不良によって、当日になって欠席する児童がいる。

事前の打ち合わせを丁寧に行っている。
その日に起こりそうなリスクとそうならないためにどうしたら良いか

をミーティング時に話し合っている。

学校や相談支援事業所との連携を積極的に行っている。

ご家族の了解を得て、事業所での様子を記載した振り返りの書類を配

布して、情報を共有している。また、支援事業所の担当者とのサービ

ス担当者会議にも積極的に参加している。

児童の強みに注目した声掛けができる。

上手くできないことがあっても、少しでも頑張っていることや我慢で

きたことなどを具体的に褒めることで、子ども達が前向きに挑戦でき

るようにしている。

事業所における自己評価総括表公表


